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◆補正予算

　新型コロナ感染拡大防止と経済活動の両立へ

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

◆常任委員会

　４つの委員会を開催しました

▲おうちの庭で楽しく雪遊び



同時流行へ備える

補 正 予 算

　
　
　

約
２
億
４
３
９
０
万
円
を

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
・
経
済
活

動
両
立
支
援
の
第
五
弾
に
充
て
て

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

歳
入
（
一
般
会
計
）

 

３４
億
９
６
８
０
万
円

　

国
や
県
か
ら
の
支
出
金
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
な
ど
に

よ
り
、
市
の
歳
入
（
収
入
）
を

増
額
し
ま
す
。

委
員

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
財
源

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

本
市
独
自
対
策
に
、

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

約
９
９
９
０
万
円
、
県
支
出
金
を

３
２
５
０
万
円
充
当
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
か
ら
約
８
７
８
０
万
円

が
補
助
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
国

や
県
の
支
出
金
で
不
足
す
る
分
に

は
、
一
般
財
源
を
充
当
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
が

増
額
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

活
用
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

山
形
市
発
展
計
画
に

財
政
課
長

委
員

財
政
課
長

少
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

一
番
落

ち
込
ん
だ
令
和
２
年
４
月

と
前
年
同
月
と
の
比
較
で
、

東
部
循
環
線
が
３６
・
７
％
、

西
部
循
環
線
は
４２
・
１
％

ま
で
減
少
し
て
い
る
。
現

在
は
改
善
傾
向
に
あ
り
、

２
年
１０
月
末
時
点
で
東
部

循
環
線
が
７７
・
３
％
、
西

部
循
環
線
は
７４
・
６
％
ま

で
回
復
し
て
い
る
が
、
今

も
な
お
、
令
和
元
年
度
の

利
用
状
況
に
は
戻
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

企
画
調
整
課
長

　
　
　

妊
婦
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
補
助
申
請
数
は
令
和
２

年
１１
月
末
現
在
で
３
７
３
件
と
の

こ
と
だ
が
、
接
種
率
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

対
象
者
数
を
、

本
市
在
住
の
妊
婦
１
４
７
１
人
と

見
込
ん
で
お
り
、
２
年
１１
月
末
現

在
の
接
種
率
は
２５
・
４
％
と
な
っ

て
い
る
。

妊
婦
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
事
業 

２
２
６
万
円

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
同
時

流
行
の
懸
念
か
ら
、
妊
婦
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

委
員

母
子
保
健
課
長

掲
げ
る
柱
立
て
の
中
か
ら
事
業
を

選
択
し
、
代
表
的
な
も
の
を
Ｐ
Ｒ

し
な
が
ら
募
集
を
行
っ
て
お
り
、

発
展
計
画
全
体
の
推
進
に
役
立
て

る
観
点
で
活
用
し
て
い
る
。

　
　
　

利
用
者
は
ど
の
く
ら
い
減

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

（
東
部
お
よ
び
西
部
循
環
線
）

 

１
５
８
９
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
利
用
者
が
減
少
し

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

継
続
的
な
運
行
を
確
保
す
る
た

め
、
乗
合
バ
ス
事
業
者
に
負
担

金
を
支
出
し
ま
す
。

委
員

１２月の主な補正予算
一般会計 ３４億９，６８０万円

●ふるさと納税推進事業

　  １０億９，９４６万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

●商業高等学校校舎等改築事業

　  ６億９４３万円

●中学校トイレ改修事業（４校）

　  ２億１，０３５万円

●障がい者自立支援給付費

　（障がい福祉サービス給付費）　  １億７，２８４万円

●障がい児通所給付費

　  １億１，９７０万円

●道路橋りょう災害復旧事業

　（前明石須刈田線本沢橋）　  １億円

▲市民生活に必要なコミュニティバスの運行を支援

経済活動の両立へ経済活動の両立へ
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季節性インフルエンザとの

　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
流
通
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

国
は
令
和
元
年

よ
り
１２
％
多
い
６
３
０
０
万
人
分

の
ワ
ク
チ
ン
を
用
意
し
て
お
り
、

そ
の
約
９
割
は
２
年
１１
月
末
ま
で

に
各
医
療
機
関
に
納
入
済
み
で
、

残
り
は
２
年
１２
月
初
め
に
納
入
予

定
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　

助
成
額
は
、
今
回
の
補
正

予
算
額
で
間
に
合
う
の
か
。
ま
た
、

対
象
者
数
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

６５
歳
以
上
の
高

齢
者
７
万
３
６
９
９
人
が
対
象
で

あ
る
。
令
和
２
年
度
は
高
齢
者
に

対
し
て
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
特
に

呼
び
か
け
て
い
る
た
め
、
当
初
の

接
種
見
込
み
よ
り
も
多
い
４
万
４

０
０
０
人
と
見
込
ん
で
い
る
。
２

年
１０
月
末
現
在
で
接
種
者
数
は
約

３
万
１
０
０
０
人
で
あ
る
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
事
業

 

５
５
３
２
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
や
、
重
症
化
の
リ
ス
ク

が
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
高
齢

者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
費
用
の
助
成
額
を

引
き
上
げ
ま
す
。

委
員

健
康
増
進
課
長

委
員

健
康
増
進
課
長

　
　
　

ど
の
よ
う
に
感
染
症
対
策

を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
導
入

時
期
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

壁
面
に
空
気

清
浄
機
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

天
井
部
分
が
メ
ッ
シ
ュ
構
造
で
あ

る
た
め
、
換
気
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
導
入
は
令
和
３
年

２
月
中
旬
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

別
の
場
所
に
移
動
し
て
の

使
用
も
想
定
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
設
置
の
経
緯
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

花
笠
ま
つ
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
に
、
市

庁
舎
正
面
玄
関
付
近
に
移
動
し
て

使
用
す
る
こ
と
な
ど
を
想
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
に
優

し
い
市
庁
舎
を
目
指
し
、
こ
れ
ま

で
も
設
置
を
検
討
し
て
き
た
が
、

感
染
症
対
策
と
し
て
導
入
す
る
こ

と
で
国
の
補
助
が
使
え
る
こ
と
か

ら
、
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

可
動
式
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム

設
置
事
業 

２
９
９
万
円

　

乳
幼
児
な
ど
と
一
緒
に
来
庁

す
る
保
護
者
が
安
心
し
て
授
乳

な
ど
を
で
き
る
よ
う
、
感
染
症
対

策
に
考
慮
し
た
可
動
式
ベ
ビ
ー

ケ
ア
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

　
　
　

給
付
方
法
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

指
定
さ
れ
た
口

座
へ
３
万
円
を
入
金
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
給
付
を
受
け
る
か
の

意
思
確
認
期
間
を
設
け
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
支
給
開
始
は
令
和

３
年
１
月
中
旬
か
ら
下
旬
と
想
定

し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
内
に
す

べ
て
支
給
予
定
で
あ
る
。

ひ
と
り
親
世
帯
応
援
金

給
付
事
業 

４
１
８
１
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
家
計

が
急
変
し
、
収
入
が
減
少
し
た

低
所
得
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
対

し
て
、
応
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

委
員

家
庭
支
援
課
長

　
　
　

本
沢
橋
の
工
事
完
了
時
期

の
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

２
年
１１
月
下
旬

に
国
の
災
害
査
定
が
終
了
し
た
こ

と
か
ら
、
現
在
は
１２
月
下
旬
に
工

事
の
発
注
が
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
行
っ
て
い
る
。
３
年
１
月
下
旬

か
ら
工
事
に
着
手
し
、
４
年
３
月

末
に
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
。 道

路
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
事
業

 

１
億
円

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
損
傷

し
た
、
前ま
え

明あ

か

し石
須す

刈か
り

田だ

線
本
沢

橋
の
橋
脚
部
と
橋
桁
の
復
旧
工

事
を
行
い
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

▲市庁舎内に設置予定の可動式ベビーケアルーム

新型コロナ感染拡大防止と新型コロナ感染拡大防止と
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助
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
採
用
者

が
増
え
た
と
い
う
よ
り
は
、
新
規

採
用
職
員
や
潜
在
保
育
士
を
雇
う

上
で
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
事
業
所
か
ら

の
申
請
が
増
え
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

今
後
、
制
度
が
周
知
さ
れ

て
申
請
件
数
が
増
加
し
た
場
合
、

市
の
負
担
も
増
え
て
く
る
と
思
う

が
、
上
限
な
く
増
や
し
て
い
く
考

え
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

保
育
士
の
確
保

が
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
た

め
、
保
育
士
確
保
対
策
と
し
て
事

業
所
の
要
望
に
応
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　

支
給
実
績
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
に
本
社
、

営
業
所
が
あ
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者

７１
者
の
う
ち
７０
者
、
自
動
車
運
転

代
行
業
者
４４
者
の
う
ち
４１
者
か
ら

申
請
が
あ
り
、
交
付
し
て
い
る
。

委
員

保
育
育
成
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
タ
ク
シ
ー
事
業
者
及
び 

自
動
車
運
転
代
行
業
者
支
援 

補
助
金 

△
１
１
３
万
円

　

令
和
２
年
５
月
に
補
正
し
た
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
や
自
動
車
運

転
代
行
業
者
へ
の
支
援
事
業
の

実
績
の
確
定
に
伴
い
、
減
額
し

ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

の
学
生
向
け
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
周
知
に
努

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　

補
助
の
基
準
は
、
他
自
治

体
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
市
の
取

り
組
み
は
、
国
か
ら
も
先
進
事
例

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
飲
食
店
等
事
業
系
ご
み 

処
理
費
補
助
事
業

 

△
４
１
３
０
万
円

　

令
和
２
年
４
月
に
補
正
し
た
、

飲
食
店
な
ど
へ
の
ご
み
処
理
費

補
助
事
業
の
利
用
が
、
見
込
み

よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
減
額
し
ま
す
。

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

　
　
　

感
染
を
心
配
し
て
の
受
診

控
え
に
よ
り
、
受
診
率
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

発
熱
症
状
が
あ
る
人
と
な
い
人
と

を
分
け
た
動
線
の
確
保
な
ど
の
対

策
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
感
染
防

止
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
広
報
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

休
日
夜
間
診
療

所
出
入
り
口
は
２
カ
所
あ
る
た
め
、

症
状
に
応
じ
て
動
線
を
分
け
る
な

ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。
発
熱
症

状
が
あ
り
休
日
夜
間
診
療
所
を
受

診
す
る
際
は
、
事
前
に
電
話
を
し

た
上
で
受
診
す
る
よ
う
、
広
報
や
ま

が
た
な
ど
で
周
知
し
て
い
る
。
年

末
年
始
の
診
療
体
制
も
１２
月
１５
日

号
の
広
報
や
ま
が
た
で
周
知
す
る
。

委
員

保
健
総
務
課
長

　
　
　

必
要
に
応
じ
て
医
師
や
看

護
師
を
増
員
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
応
な
ど
も
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

休
日
夜
間
診
療

所
は
、
初
期
救
急
医
療
を
担
う
診

療
所
で
あ
り
、
患
者
に
発
熱
症
状

が
あ
っ
た
場
合
で
も
受
け
入
れ
を

断
る
こ
と
は
な
い
。

山
形
市
休
日
夜
間
診
療
所
人
材

確
保
補
助
金 

２
８
０
０
万
円

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
同
時

流
行
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

山
形
市
休
日
夜
間
診
療
所
の
医

療
体
制
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

保
健
総
務
課
長

　
　
　

保
育
士
の
採
用
が

増
え
た
こ
と
に
よ
る
増
額

な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

宿
舎
を

借
り
上
げ
た
事
業
所
に
補

保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ

支
援
事
業
費
補
助
金 

（
民
間
立
）

 

４
２
６
万
円

　

申
請
予
定
件
数
が
当

初
の
見
込
み
よ
り
増
加

し
た
こ
と
に
よ
り
、
所

要
額
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

保
育
育
成
課
長

　
　
　

支
給
実
績
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

１
５
５
０
人
を

見
込
み
、
予
算
を
計
上
し
た
が
、

申
請
が
あ
っ
た
の
は
９
６
８
人
で
、

申
請
率
は
６２
・
５
％
で
あ
っ
た
。

対
象
の
学
生
が
、
ど
こ
に
居
住
し

て
い
る
か
把
握
す
る
こ
と
が
難
し

い
た
め
、
市
内
に
居
住
す
る
保
護

者
に
向
け
た
周
知
に
力
を
入
れ
、

広
報
や
ま
が
た
や
新
聞
な
ど
で
周

知
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
対
象

県
外
在
住
学
生
支
援
事
業

 

△
２
２
４
万
円

　

令
和
２
年
６
月
に
補
正
し
た
、

県
外
在
住
学
生
へ
の
支
援
事
業

の
実
績
の
確
定
に
伴
い
、
減
額

し
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

▲発熱などの症状がある場合は受診前にお電話を

　日程は変更になる場合があります。

詳しくは議会事務局までお問い合わ

せください。

☎０２３（６４２）８４０４

２月２５日（木）

　　～３月２３日（火）

３月定例会の日程
（予定）
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出
る
非
接
触
型
自
動
水
栓
に
し
な

か
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
設
置
す
る

レ
バ
ー
式
の
蛇
口
は
肘
で
操
作
で

き
、
ウ
イ
ル
ス
が
肘
に
付
着
し
て

も
、
肘
は
目
や
口
な
ど
に
触
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
感
染
症
対
策
と
し

て
ベ
タ
ー
で
あ
る
。
自
動
水
栓
は

ベ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
経
費
の
観

点
も
踏
ま
え
、
レ
バ
ー
式
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　

手
で
触
る
箇
所
が
多
く
あ

る
中
で
、
ト
イ
レ
の
蛇
口
改
修
を

行
う
こ
と
に
し
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ト
イ
レ
後
の
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
厚
生
労

働
省
な
ど
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
た

め
、
改
修
す
る
こ
と
と
し
た
。
今

教
委
管
理
課
長

委
員

教
委
管
理
課
長

　
　
　

実
施
設
計
の
発
注
に
遅
れ

（
仮
称
）
山
形
Ｐ

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

Ａ
ス
マ※

２

ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事

業
の
繰
越
明
許
費

 

８
８
２
０
万
円

　

令
和
２
年
度
の
事
業
進
展
状

況
を
踏
ま
え
、
未
執
行
の
予
算

を
３
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
す
。

委
員

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
事
業
者
か
ら

活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
２
年

４
月
か
ら
６
月
の
売
り
上
げ
が
前

年
同
月
比
５
割
以
下
を
目
安
と
し
、

約
半
数
の
店
舗
が
対
象
と
な
る
よ

う
制
度
設
計
を
行
っ
た
。

　
　
　

手
を
か
ざ
す
だ
け
で
水
が

感
染
予
防
及
び
経
済
活
動

再
開
対
策　

学
校
ト
イ
レ
水

栓
改
修
事
業 

４
５
２
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
防
止
対
策
と
し
て
、
学
校
施

設
の
ト
イ
レ
の
蛇
口
を
回
転
式

か
ら
レ
バ
ー
式
に
交
換
し
ま
す
。

委
員

が
生
じ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
進
展

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
事
業
用
地
の
確
定
に
遅
れ

が
生
じ
、
２
年
度
内
の
用
地
取
得

が
困
難
と
な
っ
た
が
、
３
年
度

早
々
に
契
約
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
工
事
の
着
手
は
、
稲
刈
り
後

と
な
る
た
め
、
遅
れ
に
よ
る
影
響

は
少
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

管
理
料
の
限
度
額
の
増
減
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　

保
育
士
を
契
約

職
員
か
ら
正
職
員
に
切
り
替
え
て

募
集
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
人
件

費
が
増
加
し
て
い
る
。
前
回
と
比

べ
、
限
度
額
は
約
１
億
２
０
０
０

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

（
仮
称
）Ｑ
１
や
ま
が
た
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
テ
ナ
ン
ト
募
集
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
行
う
と
認
識
し
て
い
た
が
、

令
和
２
年
１２
月
１
日
か
ら
仮
募
集

を
開
始
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

２
年
度
は
、
リ

サ
ー
チ
の
一
環
と
し
て
仮
募
集
を

行
い
、
使
用
希
望
者
と
話
が
ま
と

ま
れ
ば
、
３
年
度
に
仮
契
約
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

家
庭
支
援
課
長

（
仮
称
）Ｑ
１
や
ま
が
た
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
の
債
務
負
担
行
為

 

限
度
額
４
億
１
６
２
０
万
円

　

創
造
都
市
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
山
形
ま
な
び
館
を
（
仮
称
）

Ｑ
１
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
再
整
備

し
、
運
営
す
る
た
め
に
必
要
な

経
費
の
限
度
額
を
設
定
し
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
部
長

後
は
水
飲
み
場
の
蛇
口
も
、

学
校
活
動
に
支
障
が
な
い

か
確
認
し
な
が
ら
、
改
修

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

前
回
の
指
定
管
理

者
指
定
時
と
比
べ
、
指
定

山
形
学
園
指
定
管
理
料
の

債※
１

務
負
担
行
為

限
度
額
９
億
６
２
５
０
万
円

　

山
形
学
園
の
指
定
管

理
に
対
す
る
限
度
額
を

設
定
し
ま
す
。

委
員

▲感染リスク軽減が期待されるレバー式水栓

１月臨時会

　１月臨時会を令和３年１月６日に開催しました。

　新型コロナウイルス感染症患者の発生増加やＧｏＴｏトラベルキャ

ンペーンの全国一時停止などにより、年末年始において打撃を受け

ている業界などへの支援に関する令和２年度一般会計補正予算が上

程され、総務および産業文教分科会に分割付託の上、審査を行いま

した。

　詳細な審査の後、本会議を再開し、予算委員長の報告を受けて採

決した結果、全員異議なく可決しました。

※１　債務負担行為…‌‌１つの事業が単年度で終了せずに、後年度においても負担しなければならない場合に、議会の議決を経てその期間と額を確
定するもの。

※２　スマートインターチェンジ…高速道路上などに設置されているＥＴＣ専用のインターチェンジ。

●感染予防及び経済活動再開対策 飲食業等支援給付金　  ３億円

●新型コロナウイルス感染症対策 雇用調整助成金申請支援補助金

　  ５，４２２万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

１月の補正予算 一般会計 ４億１，２６５万円
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副
市
長
２
人
制
を
導
入
し

て
い
る
中
核
市
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

中
核
市
６０
市
の

う
ち
、
本
市
と
越
谷
市
を
除
い
た

５８
市
が
２
人
も
し
く
は
２
人
以
上

の
複
数
人
制
を
導
入
し
て
い
る
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
任
務
分
担
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

部
局
ご
と
に
担

市

役

所

副
市
長
の
定
数
を
１
人
か
ら

２
人
へ
変
更

委
員

行
政
経
営
課
長

委
員

行
政
経
営
課
長

当
を
定
め
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、

出
身
団
体
や
専
門
分
野
な
ど
を
勘

案
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

副
市
長
を
２
人
に
す
る
理

由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

中
核
市
移
行
に

伴
う
行
政
需
要
の
増
加
に
加
え
、

健
康
医
療
先
進
都
市
や
発
展
計
画

の
推
進
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
重
要

課
題
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

委
員

行
政
経
営
課
長

福

祉

常任委員会

あ
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
山
形

市
社
会
福
祉
事
業
団
設
立
の
目
的

や
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
効
果
的

な
運
営
が
で
き
る
と
判
断
し
、
非

公
募
と
し
た
。
今
後
、
指
定
管
理
者

制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
公
募
制

の
検
討
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

管
理
運
営
経
費
の
内
容
と

収
支
計
画
の
最
適
性
お
よ
び
実
現

可
能
性
の
項
目
の
点
数
が
他
の
審

ま
ち
づ
く
り

野
草
園
の
指
定
管
理
者
を
指
定

委
員

査
項
目
に
比
べ
低
い
が
、
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

専
門
性
を
要
す

る
業
務
が
多
く
、
経
費
の
か
か
り

増
し
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

収
支
計
画
の
目
標
額
ま
で
達
し
な

い
の
で
は
な
い
か
、
と
審
査
委
員

会
が
評
価
し
た
と
思
わ
れ
る
。
で

き
る
だ
け
低
料
金
で
多
く
の
方
に

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

お
り
、
指
定
管
理
者
も
同
様
の
認

識
で
あ
る
。

　
　
　

利
用
拡
大
の
た
め
、
年
間

パ
ス
ポ
ー
ト
の
導
入
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
市
が
意
見
す
る

こ
と
は
可
能
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

指
定
管
理
者
と

実
施
に
向
け
た
協
議
を
行
う
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。

公
園
緑
地
課
長

委
員

公
園
緑
地
課
長

▲市民の憩いと安らぎの場となっている野草園

　
　
　

指
定
管
理
者
の
選

定
を
非
公
募
と
し
て
い
る

理
由
の
「
利
用
者
と
の
信

頼
関
係
」
は
重
要
だ
と
思

う
が
、
競
争
原
理
が
働
く

公
募
制
と
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

利
用
者

お
よ
び
入
所
者
と
職
員
の

間
で
の
信
頼
関
係
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

福
祉
施
設
の
う
ち
菅

沢
荘
な
ど
６
カ
所
の

指
定
管
理
者
を
指
定

委
員

長
寿
支
援
課
長

▲高齢者へ福祉サービスを提供している菅沢荘

総 務

産業文教

厚 生

環境建設 ４つの委員会を開催しました
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▲道の駅（仮称）蔵王の整備予定地と周辺施設

示
す
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
最
終

的
な
取
得
額
も
含
め
た
話
し
合
い

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
誠
意
を

持
っ
て
交
渉
に
当
た
り
た
い
。

　
　
　

国
と
市
で
、
そ
れ
ぞ
れ
取

得
す
る
土
地
が
あ
る
が
、
造
成
工

事
後
、
一
体
的
な
整
備
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
、
市
道
の
付
け
替
え

な
ど
は
可
能
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｄ※
２

Ｂ
Ｏ
事
業
者

か
ら
提
案
が
あ
れ
ば
協
議
す
る
こ

と
に
な
る
。
地
元
の
方
の
利
用
に

配
慮
し
な
が
ら
、
最
善
の
方
法
を

模
索
し
て
い
く
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
関
係
で
減
免
申
請
を
行
う
場

合
の
手
続
き
に
関
す
る
周
知
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
や
ま

が
た
に
お
知
ら
せ
を
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

申
請
書
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

納
税
通
知
書
送
付
の
際
に
、
減
免

制
度
の
資
料
を
同
封
し
て
い
る
。

委
員

企
画
調
整
課
長

く

ら

し

山
形
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

　
　
　

３
年
度
か
ら
７※
１

市
７
町
と

連
携
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
の

よ
う
な
形
で
連
携
中
枢
都
市
圏
の

推
進
を
図
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

具
体
的
な
事
業

を
検
討
す
る
た
め
、
１４
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
な
が
ら
、

本
市
だ
け
で
は
な
く
、
互
い
が
よ

く
な
る
観
点
で
協
議
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
３
年
度
は
、
既

存
の
３３
の
事
業
に
加
え
、
６
つ
の

新
規
事
業
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
か
ら
の
尾
花
沢

市
お
よ
び
大
石
田
町
と
の
連

携
中
枢
都
市
圏
の
形
成
に
係

る
連
携
協
約
締
結
に
向
け
て

協
議
す
る
こ
と
を
決
定

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　

７
市
７
町
で
は
、
ど
の
く

ら
い
の
人
口
規
模
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
２７
年
度
の

国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
約

５５
万
１
０
０
０
人
と
な
る
。

　
　
　

本
市
の
人
口
規
模
と
連
携

中
枢
都
市
圏
の
人
口
規
模
で
は
、

実
施
で
き
る
事
業
な
ど
も
変
わ
っ

て
く
る
が
、
連
携
を
検
討
し
て
い

る
事
業
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
町
が
連
携
し
、‌

市
有
施
設
の
広
域
利
用
な
ど
を
図

る
こ
と
で
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

が
生
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
圏

域
の
パ
ワ
ー
を
生
か
せ
る
よ
う
な

施
策
も
今
後
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

準
備
を
進
め
て

い
る
炊
飯
工
場
を
連
携
中
枢
都
市

委
員

企
画
調
整
課
長

委
員

企
画
調
整
課
長

企
画
調
整
部
長

圏
事
業
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
で
特
別
交
付
税
や
有

利
な
起
債
が
活
用
で
き
る
。

炊
飯
施
設
の
老
朽
化
は
共

通
課
題
で
あ
り
、
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　

４
人
の
地
権
者
は
、 

ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

難
色
を

道
の
駅
（
仮
称
）
蔵
王

整
備
事
業
用
地
の
取

得
を
決
定

委
員

企
画
調
整
課
長

　本市は、市民・事業者と一体となって、将来にわたって健康で安心に暮らすことができる環境を次

世代に引き継いでいくため、２０５０年に二酸化炭素排出の実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」へ

挑戦することを表明しました。

　排出実質ゼロとは、二酸化炭素などの温室効果ガスの人為的な発生源による排出量と、森林などの

吸収源による除去量との間の均衡を達成することです。

　「ゼロカーボンシティ」実現に向けた取り組みの方向性は、現在策定中の（仮称）第４次山形市環

境基本計画（計画期間：２０２１年度～２０３０年度）に盛り込む予定です。

※「ゼロカーボンシティ」とは・・・

　２０５０年に温室効果ガスの排出量または二酸化炭素を実質ゼロにすることを

目指す旨を首長自らが、または地方自治体として表明した地方自治体のこと。

　環境省ではこうした自治体を「ゼロカーボンシティ」とし、国内外に発信

している。

２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指します
～令和２年１０月１９日「ゼロカーボンシティ」を表明～

市政トピックス

※１　７市７町…山形市、寒河江市、上山市、村山市、天童市、東根市、尾花沢市、山辺町、中山町、河北町、西川町、朝日町、大江町、大石田町。
※２　ＤＢＯ…民間の事業者に設計（Design）、建設（Build）、運営（Operate）を一括して委ね、施設の所有や資金調達は公共側が行うもの。
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【
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員
】

　

安あ 

部べ　

信の
ぶ 

雄お　
　

氏

　

佐さ 
藤と
う　

昌ま
さ 

子こ　
　

氏

　

安あ
ん 
藤ど
う　

弘ひ
ろ 

子こ　
　

氏

　

沼ぬ
ま 

澤ざ
わ　

美み 

華か　
　

氏

　

令
和
２
年
１２
月
２２
日
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
】

　

岩い
わ 

城き　

愼し
ん 

二じ　
　

氏

　

髙た
か 

橋は
し　

春は
る 

美み　
　

氏

　

栗く
り 

原は
ら　

啓け
い 

市い
ち　
　

氏

　

伊い 

藤と
う　

陽よ
う 

介す
け　
　

氏

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と

同
補
充
員
を
決
定

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
う
ち
、
１
人
の
任
期
が
令
和

２
年
１２
月
２１
日
で
満
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
引
き
続
き
平
吹
氏
の
選

任
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

　

平ひ
ら 

吹ぶ
き　

和か
ず 

之ゆ
き　
　

氏

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
同
意

請　　願

件　　　　　　　名
紹介議員

所　管
委員会

結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　

願

第
２
号
（
２
）

継　

続

国に対し「再審法（刑事
訴訟法の再審規定）」の
改正を求める意見書の採
択、提出を求めることに
ついて 阿曽　　隆 総　　務 継続審査

日本国民救援会
山形県本部
事務局長　日野一春

第
６
号
（
２
）

継　

続

公立学校に「１年単位の
変形労働時間制」を導入
するための条例制定に反
対することについて 松井　　愛

佐藤亜希子
産業文教 不採択

山形県教職員組合
山形地区支部
代表　東海林仁

第
７
号
（
２
）

新　

規
※

国に対し「消費税５％以
下への引き下げを求める
意見書」の提出を求める
ことについて 阿曽　　隆 総　　務 継続審査

山形民主商工会
会長　佐藤　弘

　１２月定例会で審議された請願は、継続審査中の２件と新たに提
出された１件です。各委員会での審査結果は以下の通りです。

（※印は意見陳述が行われたものです。）

●議決の結果は、９ページ「議案・請願の賛否一覧表」をご覧ください。

議会報研修会に参加議会報研修会に参加

　令和２年１１月１２日に尾花沢市で、県市議会議長会主催の議

会報研修会が開催され、本市議会の議会報委員６人が参加し

ました。

　株式会社山形新聞社尾花沢支社長の玉虫秀明氏を講師に迎

え、「これからの議会報づくり」の演題で行われました。

　議会報を読んでもらいやすくするポイントとして、文章で

情報を詰め込むよりも、記事をピックアップして写真やスペー

スを増やすことや、作成側が伝えたい情報だけではなく読者

が求めているものを掲載することなどを学びました。

　今回の研修で学んだことを生かし、より分かりやすく読み

やすい、魅力ある「やまがた市議会報みちしるべ」の作成に

努めてまいります。
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‌ 会派
‌ 議員名

議案・請願

新翔会 緑政会 市民連合 共産党 公明党 令政会 長
谷
川
幸
司
副
議
長

斎
藤
武
弘
議
長

議決
結果

井

上

和

行

佐

藤

清

徳

鈴

木

進

仁

藤

俊

浅

野

弥

史

田

中

英

子

伊

藤

香

織

中

野

信

吾

菊
地
健
太
郎

丸

子

善

弘

須

貝

太

郎

鈴
木
善
太
郎

荒

井

拓

也

渋

江

朋

博

武

田

聡

渡

辺

元

斎

藤

淳

一

石

澤

秀

夫

松

井

愛

佐

藤

秀

明

川

口

充

律

遠

藤

吉

久

阿

曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今

野

誠

一

松

田

孝

男

武

田

新

世

折

原

政

信

小

田

賢

嗣

高

橋

公

夫

斉

藤

栄

治

議 第 ９７ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意

議 第 ９８ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意

継続請願第６号（２）× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ※ 不採択

賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案・請願の賛否一覧表

○＝賛成　×＝反対　　　　‌斎藤武弘議長は採決に加わらない。　●請願の件名は、８ページをご覧ください。
※‌継続請願第６号（２）は投票の結果、賛成と反対が同数のため、議長裁決により不採択となっています。

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第７８号

令和２年度山形市一般会計補正予算
　ふるさと納税推進事業、商業高等学校校舎等
改築事業、中学校トイレ改修事業（４校）など
に係る補正予算です。

可決
（全会一致）

議第７９号
～

議第８６号

令和２年度山形市国民健康保険事業会計補正予
算、令和２年度山形市後期高齢者医療事業会計
補正予算、令和２年度山形市介護保険事業会計
補正予算、令和２年度山形市母子父子寡婦福祉
資金貸付事業会計補正予算、令和２年度山形市
区画整理事業会計補正予算、令和２年度山形市
駐車場事業会計補正予算、令和２年度山形市公
設地方卸売市場事業会計補正予算、令和２年度
山形市農業集落排水事業会計補正予算
　令和２年度の執行状況に基づく歳入、歳出の
見込みの増減や、前年度繰越金の精算、人件費
などに係る補正予算です。

可決
（全会一致）

議第８７号
土地の取得について（道の駅「（仮称）蔵王」
整備事業用地）

同意
（全会一致）

議第８８号
～

議第９６号

指定管理者の指定について（まんさくの丘、菅
沢デイサービスセンター、銅町デイサービスセ
ンター、あたご荘、菅沢荘、山形学園、駐車場、
駐輪場及び山形駅東口交通センター、野草園、
馬見ケ崎プール）
　施設の管理を指定管理者に行わせるものです。

可決
（全会一致）

議第９７号

尾花沢市との間における連携中枢都市圏の形成
に係る連携協約の締結に関する協議について
　山形連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の
締結に関して、尾花沢市と協議しようとするも
のです。

同意
（一覧表参照）

議第９８号

大石田町との間における連携中枢都市圏の形成
に係る連携協約の締結に関する協議について
　山形連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の
締結に関して、大石田町と協議しようとするも
のです。

同意
（一覧表参照）

議第９９号

山形市教育に関する事務の職務権限の特例に 
関する条例の設定について
　教育委員会が管理し、執行しているスポーツ
（学校の体育に関することを除く）と文化財の
保護に関する事務を、市長が管理し、執行しよ
うとするものです。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第１００号

山形市部設置条例の一部改正について
　教育委員会から市長部局への事務の移管に伴
い、スポーツの振興に関する事項を企画調整部
の所掌事務に加えるものです。

可決
（全会一致）

議第１０１号

山形市職員定数条例の一部改正について
　スポーツおよび文化財の保護に関する事務の
職務権限を教育委員会から市長へ移管すること
に伴い、市長の事務部局と教育委員会の事務部
局の職員定数を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第１０２号
山形市副市長定数条例の一部改正について
　副市長の複数人数制を採用し、円滑な行政運
営を図ろうとするものです。

可決
（全会一致）

議第１０３号

山形市国民健康保険税条例の一部改正について
　地方税法施行令の改正に伴い、国民健康保険
税の軽減判定基準額の見直しなど、所要の改正
を行うものです。

可決
（全会一致）

議第１０４号

山形市火災予防条例の一部改正について
　総務省令の改正に伴い、急速充電設備に係る
火災予防上必要な措置について改正するもので‌
す。

可決
（全会一致）

議第１０５号

山形市特別職の職員の給与に関する条例及び 
山形市教育委員会教育長の給与、旅費、勤務 
時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正
について
　人事院勧告および県人事委員会勧告を考慮し、
特別職の期末手当の支給月数を改定するもので‌
す。

可決
（全会一致）

議第１０６号

山形市一般職の職員の給与に関する条例及び 
山形市一般職の任期付職員の採用等に関する 
条例の一部改正について
　人事院勧告および県人事委員会勧告を考慮し、
一般職の職員などの期末手当の支給月数を改定
するものです。

可決
（全会一致）

議第１０７号
山形市固定資産評価審査委員会委員の選任に 
ついて
　内容は８ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第１１号

誹謗中傷等をなくし共に支え合うことにより 
新型コロナウイルス感染症の克服を目指す決議
について
　内容は１６ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（１２月定例会）

※議第１０５号と議第１０６号は１１月２６日議決。その他の議案および議会案は１２月１１日議決。

議決議案一覧（１月臨時会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第１号
令和２年度山形市一般会計補正予算
　感染予防及び経済活動再開対策飲食業等支援給付金、宿泊施設支援給付金、一般貸切旅客自動車運送事業者支援給付金、
索道事業者支援給付金、旅行代理店支援給付金などの補正予算です。

可決
（全会一致）
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新
型
コ
ロ
ナ
で
「
子
ど
も
食

堂
」
の
よ
う
な
窓
口
型
や
通
所
型

の
支
援
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

「
子
ど
も
宅
食
」
の
よ
う
な
出
前

Q

型
支
援
を
制
度
化
し
、
導
入
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
、
地

域
で
孤
立
し
、
支
援
が
届
き
に
く
い

「
見
え
な
い
貧
困
世
帯
」
の
状
況
を

A

把
握
す
る
と
と
も
に
、
困
難
を
抱

え
る
子
ど
も
を
必
要
な
支
援
へ
つ

な
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

子
ど
も
宅
食
な
ど
は
、
先
進
事
例

を
参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

山
形
ま
な
び
館
を
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
や
ユ※
１

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
施
設

に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
３
年
度
実
施
の
工
事
で

正
面
入
口
の
自
動
ド
ア
や
、
建
物

西
側
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

す
る
。
ま
た
、
西
棟
の
北
側
に
は

ス
ロ
ー
プ
を
設
け
る
と
と
も
に
、

接
続
す
る
出
入
り
口
に
自
動
ド
ア

を
整
備
す
る
。
さ
ら
に
、
館
内
の

各
階
段
に
手
す
り
を
設
置
す
る
な

ど
、
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備

し
て
い
く
。

　
　

山
形
ま
な
び
館
は
２
０
２
２

年
の
全
館
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

い
る
が
、
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
実
施
設
計
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
２
、
３
階
は
創
造
都

市
の
拠
点
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
活

動
を
行
う
シ※
２

ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
に
加

え
、
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
、
上
映

会
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
を
現

代
の
感
覚
で
再
利
用
し
て
い
く
。

QA

Q

A

● 一般質問の内容を要約して掲載しています。また、議会ホームページで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

子
ど
も
の
貧
困

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
！！

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

川か
わ

口ぐ
ち　

充み
ち

律の
り

社
会
全
体
で
人
々
を
支
え
る
し
く
み
の
確
立
を
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
表
明
、
南
沼
原
小
学
校

新
校
舎
建
設
後
の
周
辺
環
境
整
備　

ほ
か

※‌‌

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

斉さ
い

藤と
う　

栄え
い

治じ

（
令

政

会
）

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
下
に
お
け

る
経
済
対
策
、
福
祉
施
策
、
災
害
対
策
、
公
共
交

通
網
の
活
性
化
策
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策　

ほ
か

今こ
ん

野の　

誠せ
い

一い
ち

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
農
業
の
振
興
、
機
構
再
編
と

人
員
配
置

武た
け

田だ　
　

聡
さ
と
し

（
緑

政

会
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
現
状
を
踏
ま
え
た
対
応
策
、
新
し

い
生
活
様
式
実
践
へ
向
け
た
対
応
、
命
を
守
る
た

め
の
防
災
・
減
災
対
策　

ほ
か

（
新

翔

会
）

田た

中な
か　

英え
い

子こ

健
康
医
療
先
進
都
市
と
し
て
、
新
市
民
会
館
、
日

本
一
の
観
光
案
内
所
、
西
部
地
区
の
活
性
化
、
有

害
鳥
獣
に
関
す
る
啓
発　

ほ
か

（
新

翔

会
）

菊き
く

地ち

健け
ん

太た

郎ろ
う

第
３
期
山
形
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

推
進
体
制
、
済
生
館
の
建
て
替
え
、
山
形
を
日
本

の
Ａ
Ｉ
の
中
心
地
に　

ほ
か

仁に

藤と
う　

　

俊と
し

（
新

翔

会
）

子
ど
も
の
貧
困
・「
子
ど
も
宅
食
」
制
度
の
導
入
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
空
き
家
利
用
の
集
会
所

武た
け

田だ　

新し
ん

世せ
い

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
情
報
提
供
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
、
市
立
図
書
館
に

お
け
る
読
書
環
境
の
充
実　

ほ
か

仁に

藤と
う　

　

俊と
し 

議
員

　

一
般
質
問
と
は　

議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
１２
月
定
例
会
で
は
、
１
日

と
２
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

※１　ユニバーサルデザイン…‌‌文化・ことば・年齢・性別などの違いや障がいの有無などを問わずに利用できることを目指した製品や情報などの
設計（デザイン）のこと。

※２　シェアオフィス…同じスペースを複数の利用者によって共有するオフィスのこと。
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新
型
コ
ロ
ナ
の
本
市
の
感
染

状
況
と
今
後
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　

感
染
者
は
令
和
２
年
１１
月
以

降
、
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
県

や
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

正
確
で
速
や
か
な
情
報
提
供
に
努

め
、
感
染
拡
大
の
防
止
と
市
民
の

不
安
解
消
に
全
力
で
取
り
組
む
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
２
年
度
上

期
の
済
生
館
経
営
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

前
年
度
比
較
で
は
、
約
３
億

５
４
０
０
万
円
、
６
・
８
％
の
減

収
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
従
事
者

へ
の
慰
労
金
支
給
と
、
医
療
機
関

QAQAQ

　
　

文
化
と
創
造
性
を
軸
に
、
創

造
都
市
推
進
事
業
を
通
じ
て
Ｓ※
１

Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
に
貢
献
す
る
と
し
て
い

る
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

　
　

現
在
、
本
市
の
伝
統
工
芸
や

伝
統
文
化
を
短
編
映
画
化
し
、
海

外
で
の
上
映
を
通
じ
て
、
地
元
産

業
の
振
興
や
地
元
映
像
作
家
の
育

成
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

カ
ラ
ス
対
策
は
地
域
住
民
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
の

こ
と
だ
が
、
撃
退
計
画
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
捕
獲
に
よ
る
個
体
数

調
整
と
追
い
払
い
を
二
つ
の
柱
と

し
な
が
ら
、
道
路
管
理
者
や
電
力

会
社
と
被
害
軽
減
や
解
消
に
向
け

た
連
携
を
行
っ
て
い
る
。
追
い
払

い
に
有
効
な
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン

タ
ー
照
射
に
は
、
地
域
住
民
の
協

力
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
、
専
門
家
か
ら
の
指
導
や

助
言
を
受
け
な
が
ら
、
効
果
的
な

方
法
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　

中
央
公
民
館
（
ａ
Ｚ
）
の
ト

イ
レ
は
和
式
が
多
い
。
洋
式
化
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

洋
式
ト
イ
レ
は
各
階
男
女
１

基
ず
つ
の
み
の
設
置
で
あ
り
、
今

後
、
利
用
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
改
修
の
検
討
を
し
て
い
く
。

　
　

空
き
家
な
ど
を
集
会
所
と
す

る
際
の
賃
貸
料
の
補
助
条
件
を
緩

和
し
、
高
齢
者
が
笑
っ
て
集
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
支
援
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

地
域
ニ
ー
ズ
や
建
設
費
な
ど

の
実
態
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
の
必
要

性
な
ど
幅
広
い
視
点
か
ら
、
集
会

所
の
在
り
方
も
含
め
て
検
討
し
て

い
く
。

QA

QA

QA

QA

へ
の
補
助
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

休
日
夜
間
診
療
所
の
医
療
体

制
を
維
持
す
る
た
め
支
援
す
る
。

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
す
る
。

　
　

旧
大
沼
デ
パ
ー
ト
と
済
生
館

を
直
接
通
路
で
つ
な
ぎ
、
患
者
の

利
便
性
向
上
と
、
ま
ち
な
か
へ
の

誘
客
推
進
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
も
考

慮
し
な
が
ら
、
医
療
の
質
を
担
保

す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
機
能
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
の
検
討

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　

気※
２

に
な
る
子
ど
も
に
関
す
る

県
へ
の
要
望
と
、
市
拠
点
保
育
所

に
児
童
発
達
支
援
の
機
能
を
持
た

せ
る
こ
と
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

小
児
発
達
専
門
医
の
確
保
や

職
員
の
増
員
、
診
療
や
相
談
体
制

の
充
実
を
引
き
続
き
県
へ
要
望
し

て
い
く
。
ま
た
、
次
の
拠
点
保
育

所
整
備
の
中
で
検
討
す
る
と
と
も

に
、
用
地
取
得
を
急
い
で
い
く
。

　
　

鈴
川
第
２
号
幹
線
沿
い
の
水

上
が
り
解
消
の
た
め
、
県
に
野
呂

川
改
修
の
早
期
実
現
を
働
き
か
け

て
は
ど
う
か
。

　
　

県
か
ら
８
年
度
完
成
を
目
標

に
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

早
期
完
成
を
要
望
し
て
い
く
。

　
　

地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
に

向
け
た
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
と
集
計
・
分
析
の
ほ
か
、

市
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
学

識
経
験
者
な
ど
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

高
齢
者
外
出
支
援
事
業
の
充

実
を
求
め
た
い
が
、
ど
の
よ
う
な

検
討
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

地
域
や
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
な

ど
を
踏
ま
え
、
公
共
交
通
全
体
の

見
直
し
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
確

保
の
た
め
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
新
た
に
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

西
部
工
業
団
地
内
の
新
た
な

公
園
整
備
事
業
で
、
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　

花
笠
パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス
を
す

ず
ら
ん
通
り
な
ど
に
移
し
、
霞
城

公
園
周
辺
の
夜
店
と
一
体
と
な
っ

て
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　

場
所
も
含
め
た
開
催
方
法
を

関
係
団
体
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　

東
消
防
署
本
署
の
建
物
は
相

当
古
い
が
、
建
て
替
え
な
ど
の
整

備
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　

老
朽
化
や
緊
急
度
を
見
極
め

な
が
ら
、
整
備
に
向
け
検
討
す
る
。

AQAQA

QAQAQ

AQAQAQA

新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

ま
ち
づ
く
り
を

▲中心市街地活性化の一翼も担う済生館

▲子ども宅食の導入を！

※１　ＳＤＧｓ…‌‌持続可能な開発目標（Sustainable‌Development‌Goals）の略称。地球環境と人々の暮らしを持続的なものとするため、すべ
ての国連加盟国が２０３０年までに取り組む１７分野の目標。

※２　気になる子ども…保育者にとって保育が難しいと考えられている子ども、特別な配慮を要する子どもなどを指すが、明確な定義はない。

斉さ
い

藤と
う　

栄え
い

治じ 
議
員
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
の
達
成
に
向
け
、
ま
た
、

環
境
対
策
推
進
と
と
も
に
観
光
振

興
へ
の
寄
与
も
期
待
で
き
る
た
め
、

Q

ベ
ニ
ち
ゃ
ん
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
へ
、
環
境
負
荷
の
少
な
い

車
両
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

山
形
市
地
域
公
共
交
通
計
画

に
、
公
共
交
通
機
関
へ
の
環
境
負

A
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
新
局
面
を
前

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
対
策
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

令
和
２
年
１１
月
か
ら
、
発
熱

な
ど
の
症
状
の
あ
る
患
者
が
、
か

か
り
つ
け
医
な
ど
と
の
電
話
相
談

で
診
療
可
能
な
医
療
機
関
の
紹
介

を
受
け
、
必
要
に
応
じ
た
検
査
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

市
保
健
所
で
は
、
陽
性
者
の

保
護
や
感
染
経
路
の
追
跡
な
ど
を

専
門
的
に
行
う
人
員
の
確
保
が
不

可
欠
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

保
健
師
な
ど
の
専
門
職
が
積※
１

極
的
疫
学
調
査
な
ど
に
注
力
で
き

る
よ
う
、
職
員
の
応
援
体
制
を
構

QAQA

荷
の
少
な
い
車
両
の
導
入
も
盛
り

込
む
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
情
報
提
供
の
た
め
実
施
し

た
、
個
別
周
知
の
詳
細
は
ど
う
か
。

令
和
３
年
度
は
全
対
象
者
へ
郵
送

に
て
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

高
校
１
年
相
当
の
女
子
と
保

護
者
へ
国
が
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ‌

ト
を
個
別
に
郵
送
し
た
。
３
年
度

に
お
い
て
も
、
小
学
６
年
生
か
ら

高
校
１
年
生
ま
で
の
女
子
と
保
護

者
へ
個
別
に
情
報
提
供
を
行
う
。

　
　

読
み
聞
か
せ
に
役
立
て
て
も

ら
う
た
め
、
０
歳
児
の
親
子
に
絵

本
を
贈
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

や
、
幼
児
や
児
童
に
本
を
贈
る
セ

カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
や
場
所
で

発
達
に
合
わ
せ
た
本
と
出
合
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
た
め
、
両
事
業

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
、
投
票
所
の
混
雑

状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
す

る
な
ど
、
密
集
、
密
接
を
避
け
る

た
め
の
工
夫
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

期
日
前
投
票
所
の
混
雑
状
況

は
、
市
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用
し
、

QA

QA

QA

築
し
て
い
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
・
経

済
活
動
両
立
支
援
の
今
後
の
方
針

と
財
源
確
保
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　

今
後
も
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
市
民
や
事
業
者
の
負
担
軽
減

に
向
け
た
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

そ
の
財
源
は
、
臨
時
交
付
金
や
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
・
縮
小
に
よ
る
不

用
額
の
活
用
に
加
え
、
国
の
第
３

次
補
正
予
算
の
動
向
な
ど
も
注
視

し
、
財
源
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
応
す
る
た

め
、
発
展
計
画
２
０
２
５
の
見
直

し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
は
ど
う
か
。

　
　

感
染
症
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
を
加
え
、
感
染
症
予
防
対

策
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

テ※
２

レ
ワ
ー
ク
の
推
進
や
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
新
た
な
取
り
組
み

も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

転
作
作
物
の
本
作
化
を
進
め

る
に
当
た
り
、
具
体
的
な
計
画
目

標
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

本
市
で
は
具
体
的
な
計
画
・

目
標
は
設
定
し
て
い
な
い
が
、
集

団
転
作
に
取
り
組
む
各
生
産
組
織

に
お
い
て
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
３０
年
度
以
降
は
、
面
積
助
成

か
ら
収
量
助
成
に
制
度
を
見
直
し
、

本
作
化
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　

特
に
、
小
麦
へ
の
転
作
は
、

学
校
給
食
用
の
パ
ン
や
麺
へ
の
利

用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
本
作
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

担
い
手
不
足
や
乾
燥
調
製
施

設
・
販
売
な
ど
の
課
題
も
あ
る
た

め
、
農
業
戦
略
本
部
で
議
題
と
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
進
め
て
い
く
。

　
　

耕
作
放
棄
地
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
２
年
度
か
ら
、
農
業
機

械
の
共
同
利
用
支
援
事
業
を
創
設

す
る
な
ど
、
小
規
模
農
家
を
支
援

し
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
戦
略
本

部
に
お
い
て
、
中
山
間
地
域
向
け

の
戦
略
農
産
物
を
決
定
し
、
耕
作

放
棄
地
に
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　

生
活
弱
者
へ
の
支
援
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
生
活
保
護
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
増
員
や
、
福
祉
窓
口

へ
の
コ※
３

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置
な

ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

３
年
度
に
（
仮
称
）
生
活
支

援
室
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
福
祉
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
配
置
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
と
併
せ
、
必
要
性
も
含

め
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

コ
ロ
ナ
対
策
の
充
実
に
向
け

人
員
配
置
の
強
化
を
図
れ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
を
リ
ー
ド
せ
よ
！

▲新型コロナ対応の拠点 市保健所

今こ
ん

野の　

誠せ
い

一い
ち 

議
員

武た
け

田だ　

新し
ん

世せ
い 

議
員

※１　積極的疫学調査…‌‌患者、その家族およびその患者や家族を診察した医療関係者などに対して質問や必要な調査を実施し、情報収集・分析を行うことにより、
感染症の発生の状況や動向、その原因を明らかにすること。

※２　テレワーク…‌‌情報通信技術（Information‌and‌Communication‌Technology）を活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方のこと。Tele（離
れたところ）とWork（働く）を組み合わせた造語。

※３　コンシェルジュ…利用者に対して必要な案内を行う業務を担当する人。
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感
染
拡
大
傾
向
を
踏
ま
え
、

本
市
で
も
「
コ
ロ
ナ
差
別
ゼ
ロ
の

ま
ち
宣
言
」
の
施
行
な
ど
、
誹
謗

中
傷
な
ど
へ
の
注
意
喚
起
を
強
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

市
民
に
は
、
良
識
あ
る
行
動

を
常
々
お
願
い
し
て
い
る
が
、
感

染
者
や
感
染
症
に
関
わ
っ
た
方
に

対
し
、
誤
っ
た
認
識
や
差
別
を
行

わ
な
い
よ
う
、
他
自
治
体
の
取
り

組
み
事
例
も
参
考
に
、
地
域
社
会

全
体
の
意
識
の
啓
発
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
さ
ら
に
努
め
て
い
く
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
主
催

す
る
団
体
な
ど
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
費
の
負
担
増
な
ど
で
苦
慮

QAQ

情
報
を
発
信
す
る
。

　
　

国
が
Ｅ※
１

Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車

を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
「
賢※
２

い

料
金
」
を
、
道
の
駅
（
仮
称
）
蔵

王
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
国
に
働

き
か
け
て
は
ど
う
か
。

　
　

利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る

と
と
も
に
、
新
し
い
人
の
流
れ
を

生
み
出
し
、
消
費
活
動
に
よ
る
地

域
活
性
化
や
山
形
の
魅
力
発
信
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
該
当
と
な

る
よ
う
活
動
し
て
い
く
。

　
　

職
員
の
安
全
意
識
向
上
な
ど

に
加
え
、
移
動
可
能
な
防
犯
カ
メ

ラ
と
し
て
市
民
の
安
全
を
見
守
る

効
果
も
期
待
で
き
る
た
め
、
す
べ

て
の
公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

記
録
デ
ー
タ
が
個
人
情
報
に

当
た
る
た
め
、
運
用
に
関
す
る
指

針
を
策
定
し
た
。
今
後
は
、
市
民

が
乗
車
す
る
公
用
バ
ス
へ
先
行
し

て
設
置
す
る
ほ
か
、
車
両
更
新
の

際
な
ど
に
順
次
設
置
し
て
い
く
。

　
　

鈴
川
地
区
を
は
じ
め
市
内
の

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
被
害
状
況

は
ど
う
か
。
農
地
に
対
し
て
は
防

護
柵
設
置
な
ど
の
支
援
が
あ
る
が
、

住
宅
地
に
対
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
国
に
被
害
対
策
の
働
き
か
け

を
す
る
と
と
も
に
、
市
単
独
で
も

住
宅
地
へ
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

２
年
度
は
イ
ノ
シ
シ
４
０
０

頭
を
捕
獲
し
た
。
農
地
以
外
に
は

防
護
柵
設
置
へ
の
支
援
は
な
い
が
、

助
言
や
追
い
払
い
の
た
め
の
爆
竹

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
国
の
制

度
で
は
農
地
が
条
件
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
要
件
緩
和
な
ど
の
働
き

か
け
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
市

の
対
応
も
検
討
し
て
い
く
。

QA

QA

Q

A

し
て
い
る
。
施
設
使
用
料
の
減
免

の
拡
大
や
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
費
用

へ
の
助
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
限
ら
ず
市
有
施
設
全
体
に
お
い

て
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　

プ
ー
ル
の
授
業
や
着
衣
水
泳

は
、
命
を
守
る
す
べ
を
学
ぶ
貴
重

な
機
会
で
あ
る
。
令
和
３
年
度
に

お
け
る
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ

た
水
泳
授
業
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　

児
童
生
徒
の
健
康
状
態
の
確

認
を
前
提
と
し
た
上
で
、
３
密
回

避
の
感
染
防
止
対
策
を
取
り
、
夏

季
の
感
染
状
況
を
基
に
、
保
健
所

と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
総
合
的

に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

豪
雨
時
の
防
災
意
識
や
判
断

能
力
の
向
上
の
た
め
、
市
が
独
自

に
河
川
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

な
ど
、
情
報
発
信
を
強
化
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

大
雨
時
は
職
員
が
河
川
へ
直

接
出
向
き
、
合
流
部
の
氾
濫
状
況

な
ど
を
確
認
し
て
い
る
が
、
河
川

監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
情
報
発
信
は
、

迅
速
な
避
難
を
促
す
上
で
有
効
な

手
段
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
導
入

に
向
け
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

第
七
地
区
に
流
れ
込
む
八は

っ

ケか

郷ご
う

堰ぜ
き

や
宮
町
堰
な
ど
の
浸
水
対
策

の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

下
条
五
差
路
に
接
続
す
る
旧

寒
河
江
街
道
の
側
溝
整
備
を
進
め

て
お
り
、
約
５
５
０
０
メ
ー
ト
ル

の
整
備
が
２
年
度
末
ま
で
に
完
了

す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
国
道
１
１
２
号
歩
道
拡
幅
工

事
に
併
せ
、
ヤ
マ
ザ
ワ
北
町
店
の

交
差
点
か
ら
下
条
五
差
路
に
至
る

雨
水
幹
線
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

４
年
度
か
ら
は
、
下
条
五
差
路
付

近
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

山
形
テ
ル
サ
や
県
総
合
文
化

芸
術
館
な
ど
の
文
化
施
設
が
あ
る

中
、
新
た
な
市
民
会
館
は
、
ど
の

よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
設
置
を
検

討
し
て
い
る
の
か
。

　
　

市
の
文
化
芸
術
活
動
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
継
承
、
発
展
さ

せ
る
と
と
も
に
、
市
民
や
観
光
客

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
交
流
の
場

と
し
て
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出

に
寄
与
す
る
施
設
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

山
形
地
方
裁
判
所
跡
地
へ
の

郷
土
館
移
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
お

け
る
国
と
の
協
議
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

山
形
地
方
裁
判
所
か
ら
は
可

能
な
限
り
協
力
す
る
旨
の
回
答
を

も
ら
っ
て
お
り
、
現
在
も
、
市
民

会
館
跡
地
も
含
め
、
移
転
先
と
な

る
候
補
地
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

AQAQ

AQA

QAQA

現
状
を
踏
ま
え
た

き
め
細
か
な
施
策
展
開
を
！

▲新型コロナによる差別をなくす対策を

▲公共交通機関へ環境負荷の少ない車両の導入を

武た
け

田だ　
　

聡
さ
と
し 

議
員

※１　ＥＴＣ２．０…‌‌ＥＴＣ（Electronic‌Toll‌Collection‌System）とは高速道路の料金所で停止することなく通過できるシステムのこと。ＥＴＣ
２．０は渋滞回避支援や安全運転支援など従来のＥＴＣがバージョンアップしたもの。

※２　賢い料金…‌‌ＥＴＣ２．０搭載車が高速道路を降りて道の駅に立ち寄った際に、３時間以内に再び同じ場所から同じ方面へ高速道路を利用した‌
場合は、降りずに利用した料金のままとするもの。

13

令和3年2月1日／215号令和3年2月1日／215号

やまがた市議会報やまがた市議会報



　
　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
推

進
す
る
た
め
、
「
都
市
再
生
推
進

法
人
」
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　

国
の
支
援
が
活
用
で
き
る
た

QA

め
、
山
形
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

協
議
会
と
連
携
し
た
中
心
市
街
地

活
性
化
区
域
全
体
を
統
括
す
る
都

市
再
生
推
進
法
人
の
設
立
を
目
指

し
て
い
く
。

　
　

よ
り
早
い
年
齢
か
ら
Ｈ※
１

Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

無
料
定
期
接
種
対
象
が
小
学

６
年
生
か
ら
高
校
１
年
相
当
の
女

子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年

１１
月
に
定
期
接
種
最
終
年
と
な
る

高
校
１
年
相
当
の
女
子
と
保
護
者

へ
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１

年
相
当
の
女
子
と
保
護
者
へ
適
切

な
情
報
提
供
を
行
う
。

　
　

高
齢
者
の
転
倒
予
防
な
ど
の

た
め
、
正
し
い
爪
の
切
り
方
や
足

の
洗
い
方
を
学
ぶ
フ
ッ
ト
ケ
ア
講

座
な
ど
を
開
催
し
、
フ
ッ
ト
ケ
ア

QAQ

　
　

市
立
病
院
済
生
館
は
、
建
て

替
え
と
な
っ
て
も
同
じ
場
所
と
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

済
生
館
の
整
備
計
画
は
、
中

心
市
街
地
エ
リ
ア
に
お
け
る
整
備

を
前
提
に
、
令
和
３
年
度
中
に
、

建
て
替
え
時
期
や
場
所
な
ど
の
方

向
性
を
示
す
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　

本
市
を
Ａ※
３

Ｉ
技
術
の
拠
点
都

市
と
す
る
た
め
、
技
術
者
の
養
成

所
を
ま
な
び
館
に
設
立
し
、
Ａ
Ｉ

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
を
誘
致
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
東
北
大
学
で

整
備
が
進
む
先
端
技
術
「
次※
４

世
代

放
射
光
施
設
」
に
は
Ａ
Ｉ
が
必
須

で
あ
る
た
め
、
新
た
な
仙
山
連
携

に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

３
年
度
策
定
予
定
の
Ａ
Ｉ
活

用
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組

み
に
向
け
た
計
画
の
中
で
検
討
す

る
と
と
も
に
、
首
都
圏
の
Ａ
Ｉ
技

術
者
を
招
し
ょ
う

聘へ
い

し
、
助
言
を
も
ら
う

事
業
も
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

次
世
代
放
射
光
施
設
に
は
、
本
市

や
本
市
内
業
者
も
関
わ
っ
て
き
た

経
緯
も
あ
る
た
め
、
仙
台
市
か
ら

情
報
を
得
な
が
ら
、
今
後
の
連
携

の
可
能
性
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　

市
観
光
協
会
と
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
統
合
に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、
統
合
後

QAQ

A

Q

の
重
要
性
を
啓
発
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

フ
ッ
ト
ケ
ア
を
テ
ー
マ
と
し

た
健
康
講
座
や
介
護
予
防
教
室
の

実
施
に
向
け
、
対
象
の
年
代
や
、

そ
の
効
果
な
ど
を
検
証
し
て
い
く
。

　
　

旧
県
民
会
館
跡
地
に
整
備
計

画
の
新
市
民
会
館
の
施
設
規
模
や

機
能
は
、
市
内
の
他
施
設
と
、
ど

の
よ
う
に
差
別
化
を
図
る
の
か
。

　
　

利
用
者
や
地
域
住
民
な
ど
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き

た
市
民
の
自
主
的
な
文
化
芸
術
活

動
や
身
近
に
文
化
芸
術
に
触
れ
る

機
会
を
提
供
す
る
役
割
を
継
承
、

発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
広
く
市

民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
交
流
の

場
と
し
て
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
寄
与
す
る
施
設
を
目
指
す
。

　
　

日
本
一
の
観
光
案
内
所
整
備

の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

ビ
ブ
レ
跡
地
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
早

期
事
業
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、

八※
２

戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

参
考
に
、
地
域
文
化
に
触
れ
な
が

ら
観
光
客
も
市
民
も
楽
し
め
る
複

合
施
設
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

山
形
駅
前
に
観
光
案
内
の
拠

点
設
置
を
考
え
て
い
る
が
、
関
係

者
が
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
な
ど
で
協

議
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
も
早
期
実
現
に
向
け
て
調
整

し
て
い
く
。
ま
た
、
山
形
の
文
化

が
体
験
で
き
る
複
合
施
設
機
能
な

ど
の
検
討
も
引
き
続
き
行
う
。

　
　

元
年
１２
月
定
例
会
で
提
案
し

た
、
清
風
荘
駐
車
場
整
備
の
進
展

状
況
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
３
年
度
に
整
備
の
可
能

性
を
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
、

現
況
測
量
や
路
線
測
量
を
行
う
。

　
　

（
仮
称
）
山
形

Ｐ
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

Ａ

ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業
の
進

展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

に
よ
る
詳
細
設
計
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
整
備
に
必
要
な
用
地
幅
の
決

定
後
、
直
ち
に
用
地
測
量
を
行
い
、

用
地
買
収
に
着
手
し
て
い
く
。
ま

た
、
４
年
度
か
ら
整
備
工
事
に
着

手
し
、
５
年
度
中
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
い
く
。

　
　

有
害
鳥
獣
出
没
時
の
対
処
方

法
や
通
報
先
を
簡
単
に
ま
と
め
た

市
民
向
け
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

周
知
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

野
生
動
物
の
活
動
が
活
発
に

な
る
時
期
に
、
有
害
鳥
獣
が
現
れ

た
場
合
の
対
応
方
法
を
市
広
報
に

掲
載
し
て
い
る
。
今
後
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
活
用
と
と
も
に
、

よ
り
広
く
周
知
を
図
る
た
め
の
新

た
な
手
法
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

AQAQ

AQAQ

AQA

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

全
集
中
！

市
街
地
の
活
性
化
を
図
れ

▲市街地にも出没し始めたイノシシ

田た

中な
か　

英え
い

子こ 

議
員

菊き
く

地ち

健け
ん

太た

郎ろ
う 

議
員

※１　ＨＰＶワクチン…子宮頸がんなどを予防するワクチン。
※２　八戸ポータルミュージアム…八戸市の中心市街地にある施設。歴史や文化の展示ブース、児童遊戯施設などを備えている。
※３　ＡＩ…Artificial‌Intelligenceの略称。大量のデータなどを基にコンピューターが自ら学習し、人に代わり思考や推測、判断などを行う技術。
※４　次世代放射光施設…放射光を使い、あらゆる物質を観察することができる施設で仙台市内にある。
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
営
業
収
益

が
減
退
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
、

重
層
的
か
つ
継
続
的
な
行
政
支
援

が
必
要
で
あ
る
が
、
今
後
の
考
え

方
は
ど
う
か
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
経
済
対
策
に
よ

り
、
企
業
倒
産
な
ど
を
あ
る
程
度

抑
え
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、

国
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら

適
切
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
独
自
の
雇
用
創
出
事
業
と

し
て
職
業
訓
練
の
実
施
や
、
市
職

員
の
採
用
枠
拡
大
な
ど
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

特
に
求
人
難
に
あ
る
医
療
・

QAQA

の
組
織
体
制
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
４
年
４
月
１
日
の
統
合

に
向
け
、
協
議
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、
村
山
地
区
７
市
７
町
の

観
光
協
会
と
、
よ
り
連
携
し
な
が

ら
事
業
展
開
し
て
い
く
。

　
　

創
作
活
動
な
ど
と
あ
わ
せ
て

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
移
住
す
る
こ
と

で
人
口
増
と
な
る
よ
う
、
積
極
的

な
施
策
を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

発
展
計
画
の
見
直
し
の
中
で
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
を
含
め
、
多

業
種
の
方
々
に
移
住
し
て
も
ら
え

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
　

現
在
大
ヒ
ッ
ト
中
の
「
鬼き

滅め
つ

の
刃
や
い
ば

」
の
舞
台
で
あ
る
大
正
期
の

建
物
が
多
く
現
存
す
る
本
市
を
、

Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

３
年
度
実
施
の
東

※
１

北‌

Ｄ‌

Ｃ

に
向
け
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
関
係
機
関

と
誘
客
に
向
け
協
議
し
て
い
く
。

　
　

山
形
大
学
の
運
動
施
設
な
ど

を
活
用
し
、
市
の
中
心
部
に
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
創
設

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

施
設
を
管
理
す
る
山
形
大
学

や
地
域
住
民
の
意
向
な
ど
を
踏
ま

え
、
県
教
育
委
員
会
と
と
も
に
、

課
題
の
調
整
な
ど
の
創
設
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

仙
山
圏
交
流
促
進
に
向
け
た

道
路
網
整
備
を
、
国
で
検
討
中
の

「
特
定
広
域
道
路
」
と
し
て
事
業

採
択
さ
れ
る
よ
う
、
働
き
か
け
て

は
ど
う
か
。

　
　

県
で
は
、
特
定
広
域
道
路
を
、

関
係
市
町
村
な
ど
と
協
議
、
調
整

し
な
が
ら
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

山
形
仙
台
間
の
新
た
な
道
路
は
、

国
の
方
針
に
即
し
た
も
の
で
あ
り
、

県
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

AQ

AQA

QA

QA

看
護
・
介
護
・
福
祉
系
の
業
種
の

専
門
人
材
と
し
て
資
格
を
取
得
し
、

市
内
で
就
業
し
た
場
合
の
支
援
と

し
て
、
専
門
人
材
就
職
支
援
給
付

金
な
ど
の
独
自
制
度
に
よ
る
支
援

を
行
っ
て
い
る
が
、
市
民
の
雇
用

に
さ
ら
な
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
直
接

雇
用
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

対
策
と
し
て
、
東
京
都
世
田
谷
区

の
よ
う
に
、
社※
２

会
的
検
査
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
独
自

の
検
査
体
制
構
築
の
進
展
状
況
は

ど
う
か
。

　
　

本
市
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

は
、
濃
厚
接
触
者
に
限
ら
ず
、
接

触
者
な
ど
も
保
健
所
長
の
判
断
に

基
づ
き
、
よ
り
幅
広
く
か
つ
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
独
自

検
査
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
や
検
査
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
検
査
体
制

の
構
築
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

介
護
予
防
や
社
会
参
加
の
た

め
、
高
齢
者
が
交
流
す
る
活
動
拠

点
の
整
備
が
一
層
重
要
に
な
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
会

場
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
と
の
声

も
聞
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
感
染
予

防
対
策
の
普
及
啓
発
を
行
い
な
が

ら
、
活
動
団
体
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
、
市
有
施
設
の
活
用
も
含
め
た
、

高
齢
者
の
運
動
や
交
流
活
動
な
ど

を
行
う
居
場
所
の
立
ち
上
げ
や
再

開
に
向
け
た
支
援
を
進
め
て
い
く
。

　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
具

体
的
施
策
と
し
て
、
利
用
期
を
迎

え
る
市
有
林
の
有
効
活
用
と
造
林

を
計
画
的
に
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
有
林
の
下
刈
り
や
間
伐
な

ど
の
森
林
整
備
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
伐
期
を
迎
え
る
人
工
林
の

計
画
的
な
皆
伐
・
再
造
林
を
行
う

こ
と
で
森
林
の
若
返
り
を
図
り
、

二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
向
上
に
努

め
る
。
さ
ら
に
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
、
荒
廃
し
た
民
有
林

の
整
備
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
伐
採
さ
れ
た
木
材
を
積
極
的

に
市
有
施
設
に
利
用
す
る
ほ
か
、

民
間
施
設
へ
の
市
産
材
の
活
用
を

促
進
し
て
い
く
。

　
　

南
沼
原
小
学
校
の
改
築
事
業

に
伴
い
、
現
校
舎
敷
地
の
南
側
に

あ
る
忠※
３

魂
碑
の
慰
霊
や
管
理
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

小
学
校
跡
地
の
具
体
的
な
利

活
用
方
策
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

遺
族
会
や
地
域
と
の
話
し
合
い
の

場
を
設
け
、
忠
魂
碑
へ
の
ア
ク
セ

ス
や
管
理
が
継
続
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
い
く
。

QA

QAQA

QA

社
会
全
体
で
人
々
を
支
え
る

し
く
み
の
確
立
を

▲二口市有林の由来を示す案内板

※１　東北ＤＣ…東北６県の自治体や観光関係者とＪＲ６社などが一体となって行う大型の観光キャンペーン。
※２　社会的検査…介護事業所などの社会的インフラを維持するために、職員や利用者を対象に行うＰＣＲ検査のこと。
※３　忠魂碑…戦争などに出征し戦死した、地域出身の兵士を慰霊するために建てられた碑のこと。

川か
わ

口ぐ
ち　

充み
ち

律の
り 

議
員

▲  第二公園内の、鬼滅の刃に登場する
無限列車と同型ＳＬ

デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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ま
も
な
く
立
春
。
暦
の
上
で
は

春
の
到
来
で
す
が
、
冬
の
寒
さ
は

今
が
ピ
ー
ク
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
と
も
に
、

感
冒
の
流
行
は
ま
だ
ま
だ
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
発
災

か
ら
今
年
で
１０
年
。
今
な
お
、
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
未
曾
有
の
出
来
事
で

す
が
、
今
こ
そ
、
地
球
上
の
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
こ
と
を

誓
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
北
人
の
粘
り
強
さ
で
、「
負

げ
で
た
ま
っ
か
！
」
と
、
禍
わ
ざ
わ
いを
転

じ
る
一
年
に
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　

明
日
は
節
分
。
外
も
内
も
福
で

あ
り
ま
す
よ
う
。

‌

議
会
報
副
委
員
長　

武
田　

新
世

　スマートフォン・タ
ブレットで議会が視聴
できます。
　お気軽にご活用くだ
さい。（これまでの議
会も視聴できます。）

スマホで視聴できます編
集
後
記

ウェブサイト

で 検索山形市議会　中継

山形市議会は、市民の皆さまと共に
新型コロナウイルス感染症の克服を目指します！

　令和２年１２月定例会で、新型コロナウイルス感染者などへの不当な差別をなくし、諸課題
克服を目指す決議を全会一致で可決しました。

誹謗中傷等をなくし共に支え合うことにより

新型コロナウイルス感染症の克服を目指す決議

　現在、新型コロナウイルス感染症は、全国的に急速な感染拡大が進んでおり、本

市においても１１月から感染者が急増しています。その中にあって、市民の皆様は、

一丸となって感染拡大防止に細心の注意を払いながら、社会経済活動の両立に向け、

懸命に取り組んでいます。

　こうした状況の下、感染者やその家族、学校や勤務先等に対しＳＮＳ等の媒体に

よる、匿名での心ない誹謗中傷や、間違った情報の拡散、感染症に対する不安や恐

れから、感染者や感染経路を詮索する事例などが発生していることは憂慮すべきこ

とです。

　これらの行為は、偏見による不当な差別であり、人権擁護の観点からも看過でき

ません。また、コロナ禍を契機として、山形市民が永い間培ってきた「思いやり」

や「やさしさ」という美しい文化を失ってしまうことは、大きな損失であり、何と

しても防がなければなりません。

　新型コロナウイルス感染症は、気づかないうちに誰もが感染する可能性がありま

す。今、私たちが行うべきことは、感染防止策の徹底であって、感染者を誹謗中傷

することではありません。医療・福祉従事者をはじめ、多く

の方々が困難な状況の中で頑張っています。今こそ、私たち

一人ひとりが、共に支え合うことが何よりも大切です。

　よって、本市議会は、新型コロナウイルス感染症の諸課題

に真摯に取り組んでまいりますので、市民の皆様におかれま

しても、共に支え合いながら、誹謗中傷や差別、偏見、いじ

めをなくし、この困難を乗り越えてまいりましょう。
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